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【手続補正書】
【提出日】平成27年9月25日(2015.9.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体に画像を形成する画像形成装置であって、
　第１のボスと第２のボスを有し、画像形成装置本体に着脱可能なカートリッジと、
　自由状態時における第１の位置と前記第１の位置とは位置が異なる第２の位置との間を
移動可能な可動台と、
　前記可動台に設けられており、前記第１のボスと前記第２のボスにそれぞれ係合可能な
第１の挿入ガイド部および第２の挿入ガイド部と、
　を有し、
　前記カートリッジが前記画像形成装置本体に挿入された際に、前記第１のボスは、前記
第１の挿入ガイド部に侵入し、係合して前記可動台を前記第１の位置から前記第２の位置
に移動させ、前記可動台が前記第２の位置に移動した際に、前記第２のボスは、前記第２
の挿入ガイド部と係合可能とされていることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記カートリッジを前記画像形成装置本体から取り出す際に、前記第２のボスは、前記
第２の挿入ガイド部と係合して前記可動台を前記第１の位置から前記第２の位置に移動さ
せ、前記可動台が前記第２の位置に移動した際に、前記第１のボスは、前記第１の挿入ガ
イド部と係合可能とされていることを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　第２のボスは、カートリッジ挿入方向に延びる平面が設けられていることを特徴とする
請求項１または２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　記録媒体に画像を形成する画像形成装置であって、
　第１のボスと第２のボスが設けられており自由状態における第１の位置と前記第１の位
置とは位置が異なる第２の位置との間を移動可能な可動台を有し、画像形成装置本体に着
脱可能なカートリッジと、
　前記第１のボスと前記第２のボスにそれぞれ係合可能な第１の挿入ガイド部および第２
の挿入ガイド部と、
　を有し、
　前記カートリッジが前記画像形成装置本体に挿入された際に、前記第１のボスは、前記
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第１の挿入ガイド部に侵入し、係合して前記可動台を前記第１の位置から前記第２の位置
に移動させ、前記可動台が前記第２の位置に移動した際に、前記第２のボスは、前記第２
の挿入ガイド部と係合可能とされていることを特徴とする画像形成装置。
【請求項５】
　前記カートリッジを前記画像形成装置本体から取り出す際に、前記第２のボスは、前記
第２の挿入ガイド部と係合して前記可動台を前記第１の位置から前記第２の位置に移動さ
せ、前記可動台が前記第２の位置に移動した際に、前記第１のボスは、前記第１の挿入ガ
イド部と係合可能とされていることを特徴とする請求項４に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　第２のボスは、カートリッジ挿入方向に延びる平面が設けられていることを特徴とする
請求項４または５に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　記録媒体に画像を形成する画像形成装置であって、
　第１の挿入ガイド部と第２の挿入ガイド部を有し、画像形成装置本体に着脱可能なカー
トリッジと、
　自由状態時における第１の位置と前記第１の位置とは位置が異なる第２の位置との間を
移動可能な可動台と、
　前記可動台に設けられており、前記第１の挿入ガイド部と前記第２の挿入ガイド部にそ
れぞれ係合可能な第１のボスおよび第２のボスと、
　を有し、
　前記第１の挿入ガイド部は前記カートリッジが前記画像形成装置本体に挿入された際に
前記第１のボスと係合して前記可動台を前記第１の位置から前記第２の位置に移動させ、
前記第２の挿入ガイド部は前記可動台が前記第２の位置に移動した際にのみ前記第２のボ
スと係合可能であることを特徴とする画像形成装置。
【請求項８】
　記録媒体に画像を形成する画像形成装置であって、
　第１の挿入ガイド部と第２の挿入ガイド部が設けられており自由状態における第１の位
置と前記第１の位置とは位置が異なる第２の位置との間を移動可能な可動台を有し、画像
形成装置本体に着脱可能なカートリッジと、
　前記第１の挿入ガイド部と第２の挿入ガイド部にそれぞれ係合可能な第１のボスおよび
第２のボスと、
　を有し、
　前記カートリッジが前記画像形成装置本体に挿入された際に、前記第１のボスは、前記
第１の挿入ガイド部に侵入し、係合して前記可動台を前記第１の位置から前記第２の位置
に移動させ、前記可動台が前記第２の位置に移動した際に、前記第２のボスは、前記第２
の挿入ガイド部と係合可能とされていることを特徴とする画像形成装置。
【請求項９】
　前記第２のボスは、カートリッジ挿入方向に延びる平面を有することを特徴とする請求
項７または８に記載の画像形成装置。
【請求項１０】
　自由状態時における第１の位置と前記第１の位置とは位置が異なる第２の位置との間を
移動可能な可動台と、前記可動台に設けられた第１の挿入ガイド部と第２の挿入ガイド部
と、を有し、記録媒体に画像を形成する画像形成装置の画像形成装置本体に着脱可能なカ
ートリッジであって、
　前記第１の挿入ガイド部と第２の挿入ガイド部にそれぞれ係合可能な第１のボスおよび
第２のボスを有し、前記カートリッジが前記画像形成装置本体に挿入された際に、前記第
１のボスは、前記第１の挿入ガイド部に侵入し、係合して前記可動台を前記第１の位置か
ら前記第２の位置に移動させ、前記可動台が前記第２の位置に移動した際に、前記第２の
ボスは、前記前記第２の挿入ガイド部と係合可能とされていることを特徴とするカートリ
ッジ。
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【請求項１１】
　前記カートリッジを前記画像形成装置本体から取り出す際に、前記第２のボスは、前記
第２の挿入ガイド部と係合して前記可動台を前記第１の位置から前記第２の位置に移動さ
せ、前記可動台が前記第２の位置に移動した際に、前記第１のボスは、前記第１の挿入ガ
イド部と係合可能であることを特徴とする請求項１１に記載のカートリッジ。
【請求項１２】
　第２のボスは、カートリッジ挿入方向に延びる平面が設けられていることを特徴とする
請求項１０または１１に記載のカートリッジ。
【請求項１３】
　記録媒体に画像を形成する画像形成装置の、第１の挿入ガイド部および第２の挿入ガイ
ド部と、を有する画像形成装置本体に着脱可能なカートリッジであって、
　前記第１の挿入ガイド部と前記第２の挿入ガイド部にそれぞれ係合可能な第１のボスと
第２のボスが設けられており自由状態における第１の位置と前記第１の位置とは位置が異
なる第２の位置との間を移動可能な可動台を有し、前記カートリッジが前記画像形成装置
本体に挿入された際に、前記第１のボスは、前記第１の挿入ガイド部に侵入し、係合して
前記可動台を前記第１の位置から前記第２の位置に移動させ、前記可動台が前記第２の位
置に移動した際に、前記第２のボスは、前記第２の挿入ガイド部と係合可能とされている
ことを特徴とするカートリッジ。
【請求項１４】
　前記カートリッジを前記画像形成装置本体から取り出す際に、前記第２のボスは、前記
第２の挿入ガイド部と係合して前記可動台を前記第１の位置から前記第２の位置に移動さ
せ、前記可動台が前記第２の位置に移動した際に、前記第１のボスは、前記第１の挿入ガ
イド部と係合可能とされていることを特徴とする請求項１３に記載のカートリッジ。
【請求項１５】
　第２のボスは、カートリッジ挿入方向に延びる平面が設けられていることを特徴とする
請求項１３または１４に記載のカートリッジ。
【請求項１６】
　記録媒体に画像を形成する画像形成装置の、自由状態時における第１の位置と前記第１
の位置とは位置が異なる第２の位置との間を移動可能な可動台と、前記可動台に設けられ
た第１のボスおよび第２のボスと、を有する画像形成装置本体に着脱可能なカートリッジ
であって、
　前記第１のボスと前記第２のボスにそれぞれ係合可能な第１の挿入ガイド部と第２の挿
入ガイド部を有し、前記カートリッジが前記画像形成装置本体に挿入された際に、前記第
１の挿入ガイド部は、前記第１のボスと係合して前記可動台を前記第１の位置から前記第
２の位置に移動させ、前記可動台が前記第２の位置に移動した際に、前記第２の挿入ガイ
ド部は、前記第２のボスと係合可能とされていることを特徴とするカートリッジ。
【請求項１７】
　記録媒体に画像を形成する画像形成装置の、第１のボスおよび第２のボスと、を有する
画像形成装置本体に着脱可能なカートリッジであって、
　前記第１のボスと前記第２のボスにそれぞれ係合可能な第１の挿入ガイド部と第２の挿
入ガイド部が設けられており自由状態における第１の位置と前記第１の位置とは位置が異
なる第２の位置との間を移動可能な可動台を有し、前記カートリッジが前記画像形成装置
本体に挿入された際に、前記第１の挿入ガイド部は、前記第１のボスと係合して前記可動
台を前記第１の位置から前記第２の位置に移動させ、前記可動台が前記第２の位置に移動
した際に、前記第２の挿入ガイド部は、前記第２のボスと係合可能とされていることを特
徴とするカートリッジ。
【請求項１８】
　第１のボスと第２のボスを有するカートリッジが着脱可能で、記録媒体に画像を形成す
る画像形成装置の画像形成装置本体であって、
　自由状態時における第１の位置と前記第１の位置とは位置が異なる第２の位置との間を
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移動可能な可動台と、
　前記可動台に設けられており、前記第１のボスと前記第２のボスにそれぞれ係合可能な
第１の挿入ガイド部および第２の挿入ガイド部と、
　を有し、
　前記カートリッジが前記画像形成装置本体に挿入された際に、前記第１の挿入ガイド部
は、前記第１のボスと係合して前記可動台を前記第１の位置から前記第２の位置に移動さ
せ、前記可動台が前記第２の位置に移動した際に、前記第２の挿入ガイド部は、前記第２
のボスと係合可能とされていることを特徴とする画像形成装置本体。
【請求項１９】
　前記カートリッジを前記画像形成装置本体から取り出す際に、前記第２の挿入ガイド部
は、前記第２のボスと係合して前記可動台を前記第１の位置から前記第２の位置に移動さ
せ、前記可動台が前記第２の位置に移動した際に、前記第１の挿入ガイド部は、前記第１
のボスと係合可能とされていることを特徴とする請求項１８に記載の画像形成装置本体。
【請求項２０】
　第１のボスと第２のボスが設けられており自由状態における第１の位置と前記第１の位
置とは位置が異なる第２の位置との間を移動可能な可動台を有するカートリッジが着脱可
能で、記録媒体に画像を形成する画像形成装置の画像形成装置本体であって、
　前記第１のボスと前記第２のボスにそれぞれ係合可能な第１の挿入ガイド部および第２
の挿入ガイド部と、
　を有し、
　前記カートリッジが前記画像形成装置本体に挿入された際に、前記第１の挿入ガイド部
は、前記第１のボスと係合して前記可動台を前記第１の位置から前記第２の位置に移動さ
せ、前記可動台が前記第２の位置に移動した際に、前記第２の挿入ガイド部は、前記第２
のボスと係合可能とされていることを特徴とする画像形成装置本体。
【請求項２１】
　前記カートリッジを前記画像形成装置本体から取り出す際に、前記第２の挿入ガイド部
は、前記第２のボスと係合して前記可動台を前記第１の位置から前記第２の位置に移動さ
せ、前記可動台が前記第２の位置に移動した際に、前記第１の挿入ガイド部は、前記第１
のボスと係合可能とされていることを特徴とする請求項２０に記載の画像形成装置本体。
【請求項２２】
　第１の挿入ガイド部と第２の挿入ガイド部を有するカートリッジが着脱可能で、記録媒
体に画像を形成する画像形成装置の画像形成装置本体であって、
　前記カートリッジの画像形成装置本体に対する挿入および取り出しをガイドするガイド
部材と、
　自由状態時における第１の位置と前記第１の位置とは位置が異なる第２の位置との間を
移動可能な可動台と、
　前記可動台に設けられており、前記第１の挿入ガイド部と前記第２の挿入ガイド部がそ
れぞれ係合可能な第１のボスおよび第２のボスと、
　を有し、
　前記カートリッジが前記画像形成装置本体に挿入された際に、前記第１のボスは、前記
第１の挿入ガイド部に侵入し、係合して前記可動台を前記第１の位置から前記第２の位置
に移動させ、前記可動台が前記第２の位置に移動した際に、前記第２のボスは、前記第２
の挿入ガイド部と係合可能とされていることを特徴とする画像形成装置本体。
【請求項２３】
　第１の挿入ガイド部と第２の挿入ガイド部が設けられており自由状態における第１の位
置と前記第１の位置とは位置が異なる第２の位置との間を移動可能な可動台を有するカー
トリッジが着脱可能で、記録媒体に画像を形成する画像形成装置の画像形成装置本体であ
って、
　前記第１の挿入ガイド部と第２の挿入ガイド部にそれぞれ係合可能な第１のボスおよび
第２のボスと、
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　を有し、
　前記カートリッジが前記画像形成装置本体に挿入された際に、前記第１のボスは、前記
第１の挿入ガイド部に侵入し、係合して前記可動台を前記第１の位置から前記第２の位置
に移動させ、前記可動台が前記第２の位置に移動した際に、前記第２のボスは、前記第２
の挿入ガイド部と係合可能とされていることを特徴とする画像形成装置本体。
【請求項２４】
　前記第２のボスは、カートリッジ挿入方向に延びる平面を有することを特徴とする請求
項２２または２３に記載の画像形成装置本体。
【請求項２５】
　記録媒体に画像を形成する画像形成装置の画像形成装置本体に着脱可能なカートリッジ
の誤挿入防止システムであって、
　前記カートリッジは第１のボスと第２のボスを有し、
　自由状態時における第１の位置と前記第１の位置とは位置が異なる第２の位置との間を
移動可能な可動台と、前記可動台に設けられており、前記第１のボスと前記第２のボスに
それぞれ係合可能な第１の挿入ガイド部および第２の挿入ガイド部と、を有し、
　前記カートリッジが前記画像形成装置本体に挿入された際に、前記第１の挿入ガイド部
は、前記第１のボスと係合して前記可動台を前記第１の位置から前記第２の位置に移動さ
せ、前記可動台が前記第２の位置に移動した際に、前記第２の挿入ガイド部は、前記第２
のボスと係合可能とされていることを特徴とする誤挿入防止システム。
【請求項２６】
　記録媒体に画像を形成する画像形成装置の画像形成装置本体に着脱可能なカートリッジ
の誤挿入防止システムであって、
　前記カートリッジは第１のボスと第２のボスが設けられており自由状態における第１の
位置と前記第１の位置とは位置が異なる第２の位置との間を移動可能な可動台を有し、
　前記画像形成装置本体は、前記第１のボスと前記第２のボスにそれぞれ係合可能な第１
の挿入ガイド部および第２の挿入ガイド部と、を有し、
　前記カートリッジが前記画像形成装置本体に挿入された際に、前記第１の挿入ガイド部
は、前記第１のボスと係合して前記可動台を前記第１の位置から前記第２の位置に移動さ
せ、前記可動台が前記第２の位置に移動した際に、前記第２の挿入ガイド部は、前記第２
のボスと係合可能とされていることを特徴とする誤挿入防止システム。
【請求項２７】
　記録媒体に画像を形成する画像形成装置の画像形成装置本体に着脱可能なカートリッジ
の誤挿入防止システムであって、
　前記カートリッジは第１の挿入ガイド部と第２の挿入ガイド部を有し、
前記画像形成装置本体は、自由状態時における第１の位置と前記第１の位置とは位置が異
なる第２の位置との間を移動可能な可動台と、前記可動台に設けられており、前記第１の
挿入ガイド部と前記第２の挿入ガイド部にそれぞれ係合可能な第１のボスおよび第２のボ
スと、を有し、
　前記カートリッジが前記画像形成装置本体に挿入された際に、前記第１の挿入ガイド部
は、前記第１のボスと係合して前記可動台を前記第１の位置から前記第２の位置に移動さ
せ、前記可動台が前記第２の位置に移動した際に、前記第２の挿入ガイド部は、前記第２
のボスと係合可能とされていることを特徴とする誤挿入防止システム。
【請求項２８】
　記録媒体に画像を形成する画像形成装置の画像形成装置本体に着脱可能なカートリッジ
の誤挿入防止システムであって、
　前記カートリッジは第１の挿入ガイド部と第２の挿入ガイド部が設けられており自由状
態における第１の位置と前記第１の位置とは位置が異なる第２の位置との間を移動可能な
可動台を有し、
　前記画像形成装置本体は、前記第１の挿入ガイド部と第２の挿入ガイド部にそれぞれ係
合可能な第１のボスおよび第２のボスと、を有し、
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　前記カートリッジが前記画像形成装置本体に挿入された際に、前記第１の挿入ガイド部
は、前記第１のボスと係合して前記可動台を前記第１の位置から前記第２の位置に移動さ
せ、前記可動台が前記第２の位置に移動した際に、前記第２の挿入ガイド部は、前記第２
のボスと係合可能とされていることを特徴とする誤挿入防止システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　上記目的を達成するために本発明にかかる画像形成装置の代表的な構成は、記録媒体に
画像を形成する画像形成装置であって、第１のボスと第２のボスを有し、画像形成装置本
体に着脱可能なカートリッジと、自由状態時における第１の位置と前記第１の位置とは位
置が異なる第２の位置との間を移動可能な可動台と、前記可動台に設けられており、前記
第１のボスと前記第２のボスにそれぞれ係合可能な第１の挿入ガイド部および第２の挿入
ガイド部と、を有し、前記カートリッジが前記画像形成装置本体に挿入された際に、前記
第１のボスは、前記第１の挿入ガイド部に侵入し、係合して前記可動台を前記第１の位置
から前記第２の位置に移動させ、前記可動台が前記第２の位置に移動した際に、前記第２
のボスは、前記第２の挿入ガイド部と係合可能とされていることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
【図１】実施例１における、画像形成装置本体に設けられた可動台とカートリッジに設け
られた第１のボスと第２のボスの構成模式図である。
【図２】実施例１における画像形成装置の縦断正面模式図である
【図３】カートリッジの断面模式図である
【図４】画像形成装置本体にカートリッジを装着する構成説明図である
【図５】カートリッジに設けられた第１および第２のボスの説明図である。
【図６】実施例１における画像形成装置本体に設けられた可動台と挿入ガイド部の構成説
明図である。
【図７】実施例１における画像形成装置本体に適合するカートリッジを挿入した時の誤挿
入防止構成の動作説明図である。
【図８】実施例１における画像形成装置本体に適合するカートリッジを取り出す時の誤挿
入防止構成の動作説明図である。
【図９】実施例１における画像形成本体に設けられた可動台と挿入ガイド部の構成説明図
である。
【図１０】実施例１におけるプカートリッジに設けられた第１および第２のボスの説明図
である。
【図１１】実施例１における画像形成装置本体に適合しないカートリッジを挿入した時の
誤挿入防止構成の動作説明図である。
【図１２】実施例１における画像形成装置本体に適合しないカートリッジを挿入した時の
誤挿入防止構成の動作説明図である。
【図１３】実施例１における画像形成装置本体に適合しないカートリッジを挿入した時に
、可動台に対して第２のボスの位置がずれた状態の説明図である。
【図１４】実施例１における誤挿入防止構成をより安定的に行うためのカートリッジに設
けられた第１および第２のボスの説明図である。
【図１５】実施例１における誤挿入防止構成をより安定的に行うためのボス形状を盛り込
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んだカートリッジを適合しない画像形成装置本体に挿入した時の誤挿入防止構成の動作説
明図である。
【図１６Ａ】実施例１におけるカートリッジを適合する画像形成装置本体に挿入した時の
ストッパー部材の動作説明図である。
【図１６Ｂ】可動台とストッパー部材の連動構成の動作説明図である。
【図１７】実施例１の構成において、同様の効果を持つカートリッジに設けられた第１お
よび第２のボスの説明図である。
【図１８】実施例１の構成において、同様の効果を持つ画像形成装置本体に設けられた可
動台と挿入ガイド部の構成説明図である。
【図１９】実施例２におけるカートリッジに設けられた可動台と第１および第２のボスの
構成説明図である。
【図２０】実施例２における画像形成装置本体に設けられた挿入ガイド部の構成説明図で
ある。
【図２１】実施例２における画像形成装置本体に適合するカートリッジを挿入した時の誤
挿入防止構成の動作説明図である。
【図２２】実施例３におけるカートリッジに設けられた挿入ガイド部の構成説明図である
。
【図２３】実施例３における画像形成装置本体に設けられた可動台と第１および第２のボ
スの構成説明図である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０１】
　ストッパー部材１１２を動作させる構成の一例を図１６Ｂの（ａ）と（ｂ）に示す。可
動台１１０ａに設けられた突起部１１０ａとストッパー部材１１２に設けられた突起部１
１２ａの両方に連結された、カム形状を有するスライダリンク１１４が設けられている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１０】
　また、自由状態時における第１の位置Ｘと前記第１の位置Ｘとは位置が異なる第２の位
置Ｙとの間を移動可能な可動台１１０ａを有する。また、前記可動台１１０ａに設けられ
ており、前記第１のボス８０と前記第２のボス８１にそれぞれ係合可能な第１の挿入ガイ
ド部１２３および第２の挿入ガイド部１２４を有する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１１】
　そして、前記カートリッジ７０Ａａが前記画像形成装置本体１００Ａａに挿入された際
に、前記第１のボス８０は、前記第１の挿入ガイド部１２３に侵入し、係合して前記可動
台１１０ａを前記第１の位置Ｘから前記第２の位置Ｙに移動させる。前記可動台１１０ａ
が前記第２の位置Ｙに移動した際に、前記第２のボス８１は、前記第２の挿入ガイド部１
２４と係合可能とされている。
【手続補正７】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１２】
　２）前記カートリッジ７０Ａａを前記画像形成装置本体１００Ａａから取り出す際に、
前記第２のボス８１は、前記第２の挿入ガイド部１２４と係合して前記可動台１１０ａを
前記第１の位置Ｘから前記第２の位置Ｙに移動させる。前記可動台１１０ａが前記第２の
位置Ｙに移動した際に、前記第１のボス８０は、前記第１の挿入ガイド部１２３と係合可
能とされている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１３】
　３）第２のボス８１は、カートリッジ挿入方向Ｆに延びる平面８１’ａが設けられてい
る。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１５】
　１）記録媒体Ｓに画像を形成する画像形成装置１００の、第１の挿入ガイド部および第
２の挿入ガイド部と、を有する画像形成装置本体１００Ａａに着脱可能なカートリッジ７
０Ａａである。また、自由状態時における第１の位置Ｘと前記第１の位置Ｘとは位置が異
なる第２の位置Ｙとの間を移動可能な可動台１１０ａを有する。また、前記可動台１１０
ａに設けられた第１の挿入ガイド部１２３と第２の挿入ガイド部１２４を有する。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１６】
　カートリッジ７０Ａａは前記第１の挿入ガイド部１２３と第２の挿入ガイド部１２４に
それぞれ係合可能な第１のボス８０および第２のボス（８１）を有する。そして、前記カ
ートリッジ７０Ａａが前記画像形成装置本体１００Ａａに挿入された際に、前記第１のボ
ス８０は、前記第１の挿入ガイド部１２３に侵入し、係合して前記可動台１１０ａを前記
第１の位置Ｘから前記第２の位置Ｙに移動させる。前記可動台１１０ａが前記第２の位置
Ｙに移動した際に、前記第２のボス８１は、前記前記第２の挿入ガイド部１２４と係合可
能とされている。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１７】
　２）前記カートリッジ７０Ａａを前記画像形成装置本体１００Ａａから取り出す際に、
前記第２のボス８１は、前記第２の挿入ガイド部１２４と係合して前記可動台１１０ａを
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前記第１の位置Ｘから前記第２の位置Ｙに移動させる。前記可動台１１０ａが前記第２の
位置Ｙに移動した際に、前記第１のボス８０は、前記第１の挿入ガイド部１２３と係合可
能とされている。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１８】
　３）第２のボス８１は、カートリッジ挿入方向Ｆに延びる平面８１’ａが設けられてい
る。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２１】
　また、自由状態時における第１の位置Ｘと前記第１の位置Ｘとは位置が異なる第２の位
置Ｙとの間を移動可能な可動台１１０ａを有する。また、前記可動台１１０ａに設けられ
ており、前記第１のボス８０と前記第２のボス８１にそれぞれ係合可能な第１の挿入ガイ
ド部１２３および第２の挿入ガイド部１２４を有する。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２２】
　そして、前記カートリッジ７０Ａａが前記画像形成装置本体１００Ａａに挿入された際
に、前記第１の挿入ガイド部１２３は、前記第１のボス８０と係合して前記可動台１１０
ａを前記第１の位置Ｘから前記第２の位置Ｙに移動させる。前記可動台１１０ａが前記第
２の位置Ｙに移動した際に、前記第２の挿入ガイド部１２４は、前記第２のボス８１と係
合可能である。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２３】
　３）前記カートリッジ７０Ａａを前記画像形成装置本体１００Ａａから取り出す際に、
前記第２の挿入ガイド部１２４は、前記第２のボス８１と係合して前記可動台１１０ａを
前記第１の位置Ｘから前記第２の位置Ｙに移動させる。前記可動台１１０ａが前記第２の
位置Ｙに移動した際に、前記第１の挿入ガイド部１２３は、前記第１のボス８０と係合可
能とされている。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２６】
　また、自由状態時における第１の位置Ｘと前記第１の位置Ｘとは位置が異なる第２の位
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置Ｙとの間を移動可能な可動台１１０ａを有する。また、前記可動台１１０ａに設けられ
ており、前記第１のボス８０と前記第２のボス８１にそれぞれ係合可能な第１の挿入ガイ
ド部１２３および第２の挿入ガイド部１２４有する。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２７】
　そして、前記カートリッジ７０Ａａが前記画像形成装置本体１００Ａａに挿入された際
に、前記第１の挿入ガイド部１２３は、前記第１のボス８０と係合して前記可動台１１０
ａを前記第１の位置Ｘから前記第２の位置Ｙに移動させる。前記可動台１１０ａが前記第
２の位置Ｙに移動した際に、前記第２の挿入ガイド部１２４は、前記第２のボス８１と係
合可能とされている。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４３】
　１）記録媒体Ｓに画像を形成する画像形成装置１００である。第１のボス８０と第２の
ボス８１が設けられており自由状態における第１の位置Ｘと前記第１の位置とは位置が異
なる第２の位置との間を移動可能な可動台１１０ｅを有し、画像形成装置本体１００Ａｅ
に着脱可能なカートリッジ７０Ａｅを有する。また、前記第１のボス８０と前記第２のボ
ス８１にそれぞれ係合可能な第１の挿入ガイド部１２３および第２の挿入ガイド部１２４
を有する。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４４】
　そして、前記カートリッジ７０Ａｅが前記画像形成装置本体１００Ａｅに挿入された際
に、前記第１の挿入ガイド部１２３は、前記第１のボス８０と係合して前記可動台１１０
ｅを前記第１の位置Ｘから前記第２の位置Ｙに移動させる。前記可動台１１０ｅが前記第
２の位置Ｙに移動した際に、前記第２の挿入ガイド部１２４は、前記第２のボス８１と係
合可能とされている。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４５】
　２）前記カートリッジ７０Ａｅを前記画像形成装置本体１００Ａｅから取り出す際に、
前記第２の挿入ガイド部１２４は、前記第２のボス８１と係合して前記可動台１１０ｅを
前記第１の位置Ｘから前記第２の位置Ｙに移動させる。前記可動台１１０ｅが前記第２の
位置Ｙに移動した際に、前記第１の挿入ガイド部１２３は、前記第１のボス８０と係合可
能とされている。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４６】
　３）第２のボス８１は、カートリッジ挿入方向Ｆに延びる平面８１’ａが設けられてい
る。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５０】
　そして、前記カートリッジ７０Ａｅが前記画像形成装置本体１００Ａｅに挿入された際
に、前記第１のボス８０は、前記第１の挿入ガイド部１２３と係合して前記可動台１１０
ｅを前記第１の位置Ｘから前記第２の位置Ｙに移動させる。前記可動台１１０ｅが前記第
２の位置Ｙに移動した際に、前記第２のボス８１は、前記第２の挿入ガイド部１２４と係
合可能である。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５１】
　２）前記カートリッジ７０Ａｅを前記画像形成装置本体１００Ａｅから取り出す際に、
前記第２のボス８１は、前記第２の挿入ガイド部１２４と係合して前記可動台１１０ｅを
前記第１の位置Ｘから前記第２の位置Ｙに移動させる。前記可動台１１０ｅが前記第２の
位置Ｙに移動した際に、前記第１のボス８０は、前記第１の挿入ガイド部１２３と係合可
能とされている。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５２】
　３）第２のボス８１は、カートリッジ挿入方向（Ｆ）に延びる平面８１’ａが設けられ
ている。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５６】
　そして、前記カートリッジ７０Ａｅが前記画像形成装置本体１００Ａｅに挿入された際
に、前記第１の挿入ガイド部１２３は、前記第１のボス８０と係合して前記可動台１１０
ｅを前記第１の位置Ｘから前記第２の位置Ｙに移動させる。前記可動台１１０ｅが前記第
２の位置Ｙに移動した際に、前記第２の挿入ガイド部１２４は、前記第２のボス８１と係
合可能とされている。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５７
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５７】
　２）前記カートリッジ７０Ａｅを前記画像形成装置本体１００Ａｅから取り出す際に、
前記第２の挿入ガイド部１２４は、前記第２のボス８１と係合して前記可動台１１０ｅを
前記第１の位置Ｘから前記第２の位置Ｙに移動させる。前記可動台１１０ｅが前記第２の
位置Ｙに移動した際に、前記第１の挿入ガイド部１２３は、前記第１のボス８０と係合可
能とされている。
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６２】
　そして、前記カートリッジ７０Ａｅが前記画像形成装置本体１００Ａｅに挿入された際
に、前記第１の挿入ガイド部１２３は、前記第１のボス８０と係合して前記可動台１１０
ｅを前記第１の位置Ｘから前記第２の位置Ｙに移動させる。前記可動台１１０ｅが前記第
２の位置Ｙに移動した際に、前記第２の挿入ガイド部１２４は、前記第２のボス８１と係
合可能とされている。
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８０】
　また、自由状態時における第１の位置Ｘと前記第１の位置Ｘとは位置が異なる第２の位
置Ｙとの間を移動可能な可動台１１０ｋを有する。また、前記可動台１１０ｋに設けられ
ており、前記第１の挿入ガイド部１２３と前記第２の挿入ガイド部１２４にそれぞれ係合
可能な第１のボス８０および第２のボス８１を有する。
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８１】
　そして、前記カートリッジ７０Ａｋが前記画像形成装置本体１００Ａｋに挿入された際
に、前記第１の挿入ガイド部１２３は、前記第１のボス８０と係合して前記可動台１１０
ｋを前記第１の位置Ｘから前記第２の位置Ｙに移動させる。前記可動台１１０ａが前記第
２の位置Ｙに移動した際に、前記第２の挿入ガイド部１２４は、前記第２のボス８１と係
合可能とされている。
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８４】
　そして、前記カートリッジ７０Ａｋが前記画像形成装置本体１００Ａｋに挿入された際
に、前記第１の挿入ガイド部１２３は、前記第１のボス８０と係合して前記可動台１１０
ｋを前記第１の位置Ｘから前記第２の位置Ｙに移動させる。前記可動台１１０ｋが前記第
２の位置Ｙに移動した際に、前記第２の挿入ガイド部１２４は、前記第２のボス８１と係
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合可能とされている。
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８５】
　３）前記第２のボス８１は、カートリッジ挿入方向Ｆに延びる平面８１’ａを有する。
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８７】
　１）記録媒体Ｓに画像を形成する画像形成装置１００の画像形成装置本体１００Ａａに
着脱可能なカートリッジ７０Ａｋである。また、自由状態時における第１の位置Ｘと前記
第１の位置Ｘとは位置が異なる第２の位置Ｙとの間を移動可能な可動台１１０ｋを有する
。また、前記可動台１１０ｋに設けられた第１のボス８０および第２のボス８１を有する
。
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８８】
　カートリッジ７０Ａｋは前記第１のボス８０と前記第２のボス８１にそれぞれ係合可能
な第１の挿入ガイド部１２３と第２の挿入ガイド部１２４を有する。そして、前記カート
リッジ７０Ａｋが前記画像形成装置本体１００Ａｋに挿入された際に、前記第１の挿入ガ
イド部１２３は、前記第１のボス８０と係合して前記可動台１１０ｋを前記第１の位置Ｘ
から前記第２の位置Ｙに移動させる。前記可動台１１０ａが前記第２の位置Ｙに移動した
際に、前記第２の挿入ガイド部１２４は、前記第２のボス８１と係合可能とされている。
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９１】
　そして、前記カートリッジ７０Ａｋが前記画像形成装置本体１００Ａｋに挿入された際
に、前記第１の挿入ガイド部１２３は、前記第１のボス８０と係合して前記可動台１１０
ｋを前記第１の位置Ｘから前記第２の位置Ｙに移動させる。前記可動台１１０ｋが前記第
２の位置Ｙに移動した際に、前記第２の挿入ガイド部１２４は、前記第２のボス８１と係
合可能とされている。
【手続補正３５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９５】
　そして、前記第１のボス８０は前記カートリッジ７０Ａｋが前記画像形成装置本体１０
０Ａｋに挿入された際に、前記第１のボス８０は、前記第１の挿入ガイド部１２３と係合
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して前記可動台１１０ｋを前記第１の位置Ｘから前記第２の位置Ｙに移動させる。前記可
動台１１０ａが前記第２の位置Ｙに移動した際に、前記第２のボス８１は、前記第２の挿
入ガイド部１２４と係合可能とされている。
【手続補正３６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９８】
　そして、前記カートリッジ７０Ａｋが前記画像形成装置本体１００Ａｋに挿入された際
に、前記第１のボス８０は、前記第１の挿入ガイド部１２３と係合して前記可動台１１０
ｋを前記第１の位置Ｘから前記第２の位置Ｙに移動させる。前記可動台１１０ｋが前記第
２の位置Ｙに移動した際に、前記第２のボス８１は、前記第２の挿入ガイド部１２４と係
合可能とされている。
【手続補正３７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９９】
　３）前記第２のボス８１は、カートリッジ挿入方向Ｆに延びる平面８１’ａを有する。
【手続補正３８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０３】
　そして、前記カートリッジ７０Ａｋが前記画像形成装置本体１００Ａｋに挿入された際
に、前記第１の挿入ガイド部１２３は、前記第１のボス８０と係合して前記可動台１１０
ｋを前記第１の位置Ｘから前記第２の位置Ｙに移動させる。前記可動台１１０ａが前記第
２の位置Ｙに移動した際に、前記第２の挿入ガイド部１２４は、前記第２のボス８１と係
合可能とされている。
【手続補正３９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０６】
　そして、前記カートリッジ７０Ａｋが前記画像形成装置本体１００Ａｋに挿入された際
に、前記第１の挿入ガイド部１２３は、前記第１のボス８０と係合して前記可動台１１０
ｋを前記第１の位置Ｘから前記第２の位置Ｙに移動させる。前記可動台１１０ｋが前記第
２の位置Ｙに移動した際に、前記第２の挿入ガイド部１２４は、前記第２のボス８１と係
合可能とされている。
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